
血液製剤使用実態調査 
平成24年度 

小規模施設に焦点を当てて 
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アンケート回答施設 

施設数 

200床以上 1181 

100-199床病院 956 

20-99床病院 1326 

有床診療所 837 

無床診療所 512 

施設数 

200床以上 100-199床病院 20-99床病院 有床診療所 無床診療所 
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検討項目 

• 管理方法 
– 管理部門 

– 輸血担当者 

– 輸血管理料 

– 輸血療法委員会 

– コンピュータシステム
利用 

• 検査方法 
– 血液型 

– 不規則抗体検査 

– クロスマッチ検査 

• 輸血前・後感染症 

–検体保管 

–感染症マーカー検査 

• マニュアル、IC 

• 副作用対策 

• 在宅輸血 
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管理部門 輸血業務 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

その他 

院外の検査機関に委託 

検査部門と薬剤部門 

輸血部門と薬剤部門 

薬剤部門 

検査部門 

輸血部門 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 341 544 1214 892 844 

輸血用血液 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

その他 

検査部門と薬剤部門 

輸血部門と薬剤部門 

薬剤部門 

検査部門 

輸血部門 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 341 544 1214 892 844 

アルブミン 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

その他 

検査部門と薬剤部門 

輸血部門と薬剤部門 

薬剤部門 

検査部門 

輸血部門 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 284 474 1175 865 1117 

グロブリン 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

その他 

検査部門と薬剤部門 

輸血部門と薬剤部門 

薬剤部門 

検査部門 

輸血部門 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 264 452 1155 871 1119 
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0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

いない 

いる（兼任） 

いる（専任） 

検査・製剤の一元管理 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

一元管理できてない 

一元管理している 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 319 520 1196 887 1129 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

いない 

いる（兼任） 

いる（専任） 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 342 534 1209 891 1135 

輸血担当検査技師はいるか 輸血業務担当薬剤師 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 128 198 1023 862 1115 
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10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

薬剤師はいない 

その他の薬剤業務と兼任

の薬剤師 

非常勤の薬剤師 

輸血関連業務専任の薬

剤師 

無床診 有床診 20-99 100‐199 200< 

施設数 318 512 1180 880 1140 

輸血責任医師はいるか Slide 5 



輸血管理料を算定しているか 適正使用加算を算定しているか 

適正使用加算が算定できない理由 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

無床診療所 有床診療所 20-99床 100-199床 200床以上 

輸血管理料Ⅰを取得している 輸血管理料Ⅱを取得している 

取得していない 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 320 531 1199 893 1137 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

無床診療所 有床診療所 20-99床 100-199床 200床以上 

輸血適正使用加算を取得している 取得していない 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 291 488 1111 863 1101 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

無床診療所 有床診療所 20-99床 100-199床 200床以上 

FFP/RBCの基準をクリアできない ALB/RBCの基準をクリアできない 

両方クリアできていない 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 239 364 644 410 444 

アルブミン使用状況を把握しているか 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

無床診療所 有床診療所 20-99床 100-199床 200床以上 

把握している 把握していない 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 250 402 1127 865 1110 
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輸血療法委員会はあるか 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床診療所 

有床診療所 

20-99床 

100-199床 

200床以上 

はい いいえ 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 317 524 1191 897 1136 

主治医に使用量改善を促す体制 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床診療所 

有床診療所 

20-99床 

100-199床 

200床以上 

はい いいえ 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 259 413 1066 830 1080 

輸血製剤の適正使用に関する病院と
しての取り組み 
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80%

90%

100%

病院全体での取組はな

く、個々の医師にまかさ

れている。 

レセプト減点になるもの

についてのみ、指導して

いる。 

輸血療法委員会等で検

討し、病院全体で取り組

んでいる。 

無床診療所 有床診療所 20-99床 100-199床 200床以上 

施設数 301 470 1167 893 1127 
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ＡＢＯ血液型検査担当者 

日常業務時間帯 休日、夜間帯 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

無床診療所 有床診療所 20-99床 100-199床 200床以上 

その他 

院外の検査機関に委託 

担当医 

看護師 

院内の検査センター技師 

輸血部門と検査部門合同の臨床検査技師 

検査部門の臨床検査技師 

輸血部門の臨床検査技師 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 358 545 1228 905 1137 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

無床診療所 有床診療所 20-99床 100-199床 200床以上 

その他 

検査を実施していない 

院外の検査機関に委託 

担当医 

看護師 

院内の検査センター技師 

輸血部門と検査部門合同の臨床検査技師 

検査部門の臨床検査技師 

輸血部門の臨床検査技師 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 337 543 1232 905 1141 
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Rh血液型検査担当者 
日常業務時間帯 休日、夜間帯 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

無床診療所 有床診療所 20-99床 100-199床 200床以上 

その他 

院外の検査機関に委託 

担当医 

看護師 

院内の検査センター技師 

輸血部門と検査部門合同の臨床検査技師 

検査部門の臨床検査技師 

輸血部門の臨床検査技師 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 334 539 1221 904 1139 
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90%

100%

無床診療所 有床診療所 20-99床 100-199床 200床以上 

その他 

検査を実施していない 

院外の検査機関に委託 

担当医 

看護師 

院内の検査センター技師 

輸血部門と検査部門合同の臨床検査技師 

検査部門の臨床検査技師 

輸血部門の臨床検査技師 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 331 540 1221 900 1135 
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血液型検査のダブルチェック 

0%
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40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

無床診療所 有床診療所 20-99床 100-199床 200床以上 

どちらも実施していない 

原則、同一患者の異なる時点での2 検体では実

施せず、同一検体については2 人の検査者がそ

れぞれに検査している（日勤帯のみ） 

原則、同一患者の異なる時点での2 検体では実

施せず、同一検体については2 人の検査者がそ

れぞれに検査している（日勤帯・夜勤帯両方） 

原則、同一患者の異なる時点での2 検体で実施

し、同一検体については実施していない（日勤帯

のみ） 

原則、同一患者の異なる時点での2 検体で実施

し、同一検体については実施していない（日勤帯・

夜勤帯両方） 

原則、同一患者の異なる時点での2 検体で実施

し、同一検体については2 人の検査者がそれぞれ

に検査している（日勤帯のみ） 

原則、同一患者の異なる時点での2 検体で実施

し、同一検体については2 人の検査者がそれぞれ

に検査している（日勤帯・夜勤帯両方） 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 190 317 1036 859 1096 
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不規則抗体 クロスマッチ 

0.0%
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90.0%

100.0%

生理食塩液法 

酵素法 

間接抗グロブリン法 

その他 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

生理食塩液法 

酵素法 

間接抗グロブリン法 

その他 

無床 有床 20-99 100-199 200＜ 

施設数 512 837 1326 956 1181 

分母は各群ともにアンケート回答施設数 
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緊急時Ｏ型無交差輸血 

検査技師以外の職員が交差試験を行っ
て赤血球輸血を実施したか 血液型確定に主治医判定を採用しているか 

コンピュータ・クロスマッチ 
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90%

100%

使用していない 

一部使用している 

使用している 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 257 425 1116 875 1120 
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40%
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70%

80%

90%

100%

無床診療所 有床診療所 20-99床 100-199床 200床以上 

不明 

ない 

ある 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 305 510 1183 887 1121 
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40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

未だ使用していない

が、マニュアルで使用

を明記 

使用していない 

使用している 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 283 489 1167 890 1123 
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90%

100%

その他 

実施していない 

手術時の追加依頼の場

合に実施している 

Ｔ＆Ｓ（type and screen

）症例のみ実施している 

すべての症例で実施して

いる 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 259 438 1131 878 1110 
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保存の実施 保存期間 

輸血前検体保存 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床診療所 

有床診療所 

20-99床 

100-199床 

200床以上 

1.0～5.9ヶ月 

6.0ヶ月 

6.1～11.9ヶ月 

12ヶ月 

12.1～23.9ヶ月 

24.0ヶ月 

24.1～35.9ヶ月 

36.0ヶ月 

36.1ヶ月以上（永久保存

を除く） 

永久保存 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 82 115 804 786 1145 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 317 519 1209 901 1136 
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保存していない 

特別な場合以外、ほとん

ど保存していない 

原則的に全ての患者さん

の検体を冷蔵保存してい

る 

原則的に全ての患者さん

の検体を凍結保存してい

る 
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輸血後検体保存 
保存の実施 保存期間 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

保存していない 

特別な場合以外、ほと

んど保存していない 

原則的に全ての患者さ

んの検体を冷蔵保存し

ている 

原則的に全ての患者さ

んの検体を凍結保存し

ている 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 313 495 1192 891 1124 
0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床診療所 

有床診療所 

20-99床 

100-199床 

200床以上 

1.0～5.9ヶ月 

6.0ヶ月 

6.1～11.9ヶ月 

12ヶ月 

12.1～23.9ヶ月 

24.0ヶ月 

24.1～35.9ヶ月 

36.0ヶ月 

36.1ヶ月以上（永

久保存を除く） 

永久保存 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 45 54 241 205 252 
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感染症マーカー検査:実施率 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床診療所 

有床診療所 

20-99床 

100-199床 

200床以上 

輸血前検査として、原則と

して全ての症例で行って

いる 

輸血前検査として、症例

によって行っている 

入院時検査や術前検査と

合わせて行っている 

行っていない 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 327 527 1196 891 1132 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床診療所 

有床診療所 

20-99床 

100-199床 

200床以上 

原則として全ての症

例で行っている 

症例によって行って

いる 

行っていない 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 325 520 1187 886 1126 

輸血前検査 輸血後検査 
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感染症マーカー検査:検査項目 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%
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50.0%
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80.0%

90.0%

200床以上 

100-199床 

20-99床 

有床診療所 

無床診療所 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

200床以上 

100-199床 

20-99床 

有床診療所 

無床診療所 

無床 有床 20-99 100-199 200＜ 

施設数 512 837 1326 956 1181 

輸血前 

輸血後 

分母は各群ともにアンケート回答施設数 

：推奨検査項目 
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感染症マーカー検査の保険請求 
輸血前検査 輸血後検査 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床診療所 

有床診療所 

20-99床 

100-199床 

200床以上 

保険請求している。今まで

査定はない。 

保険請求している。査定は

あったが、査定に対して再

審査を請求していない。 

保険請求している。査定は

あったが、査定に対して再

審査を請求し復活した。 

保険請求している。査定は

あったが、査定に対して再

審査を請求したが復活して

いない。 

輸血前感染症検査として

は、保険請求していない。 

その他 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 186 341 900 734 923 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床診療所 

有床診療所 

20-99床 

100-199床 

200床以上 

保険請求している。今まで査

定はない。 

保険請求している。査定は

あったが、査定に対して再審

査を請求していない。 

保険請求している。査定は

あったが、査定に対して再審

査を請求し復活した。 

保険請求している。査定は

あったが、査定に対して再審

査を請求したが復活していな

い。 

保険請求していない。 

その他 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 133 181 468 480 769 
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コンピュータシステム利用 

入出庫管理 携帯端末による血液製剤認証 

輸血血液依頼 輸血検査依頼 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

無床診療所 有床診療所 20-99床 100-199床 200床以上 

利用している 利用していない 導入を予定している 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 324 517 1198 903 1138 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

無床診療所 有床診療所 20-99床 100-199床 200床以上 

利用している 利用していない 導入を予定している 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 324 517 1194 900 1139 
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10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

無床診療所 有床診療所 20-99床 100-199床 200床以上 

利用している 利用していない 導入を予定している 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 323 520 1199 901 1138 
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20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

無床診療所 有床診療所 20-99床 100-199床 200床以上 

利用している 利用していない 一部の病棟で利用している 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 324 520 1186 895 1134 
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マニュアル準備・ｲﾝﾌｫｰﾑﾄﾞｺﾝｾﾝﾄ 
輸血療法に関する院内マニュアル 輸血前・後感染症検査マニュアル 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床診療所 

有床診療所 

20-99床 

100-199床 

200床以上 

はい いいえ 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 324 519 1191 883 1134 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床診療所 

有床診療所 

20-99床 

100-199床 

200床以上 

はい いいえ 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 318 514 1162 879 1119 

感染症検査・検体保管の説明・同意 特定生物由来製品による被害救済制度 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100% その他 

輸血前後感染症検査等

を実施していない 

説明や同意はとっていな

い 

主治医に任せているので

わからない 

口頭で説明し、口頭によ

る同意を得ている 

口頭で説明し、同意書を

得ている 

書面を用いて説明し、口

頭による同意を得ている 

書面を用いて説明し、同

意書を得ている 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
その他 

説明していない 

主治医に任せているので

わからない 

口頭で説明している 

書面を用いて説明してい

る 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 329 523 1186 879 1122 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 323 519 1156 876 1119 
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血液法と改正薬事法の両「指針」の院内周知 

輸血療法に伴う事故の防止対策・輸血実施手順の
決定と実施状況 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床診療所 

有床診療所 

20-99床 

100-199床 

200床以上 

防止対策は輸血療法委

員会等で検討しマニュア

ルも作成し実施している 

防止対策は輸血療法委

員会等で決めているがマ

ニュアルは作成していな

い 

防止対策については、院

内での決定事項はなく、

看護手順などにもりこみ

実施している 

防止対策についての院内

で統一した取り組みはな

く、個々の医師、看護師

に任されている 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 316 509 1175 888 1126 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

その他 

全くしていない 

内容まで十分知らせてい

ない 

内容を含め十分周知して

いる 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 291 465 1088 836 1074 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

その他 

コンピュータで記録してい

る 

管理簿を作って記載して

いる 

血液製剤の伝票をそのま

ま綴じている 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 315 511 1180 879 1120 

特定生物由来製品使用時の記録と、20年間の保管義務 
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副作用報告システム 輸血用血液 血漿分画製剤 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床診療所 

有床診療所 

20-99床 

100-199床 

200床以上 輸血部門に報告する体

制 

薬剤部門に報告する体

制 

検査部門に報告する体

制 

輸血療法委員会に報告

する体制 

リスクマネジメント委員会

等に報告する体制 

主治医がカルテに記載す

るのみ 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 269 456 1108 856 1083 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

無床診療所 

有床診療所 

20-99床 

100-199床 

200床以上 輸血部門に報告する体

制 

薬剤部門に報告する体

制 

検査部門に報告する体

制 

輸血療法委員会に報告

する体制 

リスクマネジメント委員会

等に報告する体制 

主治医がカルテに記載す

るのみ 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 313 511 1171 890 1132 

厚生労働省への報告 血液センターへの報告 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

通常はセンターへ報告し

ていない 

主治医が必要と判断した

場合報告している 

中等度以上の副作用症

例のみ報告している 

報告のあった症例は原則

としてすべてセンターへ

報告している 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

現在検討中である 

取り組んでいない 

取り組んでいる 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 286 468 1104 854 1116 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 289 470 1062 820 1062 

Slide 21 



病院外（介護施設・住宅）での輸血 

84%

86%

88%

90%

92%

94%

96%

98%

100%

在宅で実施した 

介護施設で実施した 

介護施設・在宅両方で

実施した 

いいえ 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 329 519 1177 878 1103 
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病院外 赤血球製剤 

病院外 血小板製剤 

病院外 血漿製剤 

無床診 有床診 20-99 100-199 200< 

施設数 33 12 16 13 16 

交差試験 

院内 院外 いずれか 不明 

5分、15分の観察 

院内と同様 担当者任せ ほとんどなし 不明 

副作用への対応 

院内と同様 連絡をもらう 決めていない 不明 

輸血件数 
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都道府県別病床別医療機関割合 
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1：無床診療所、2：有床診療所、3：20-99床病院、4：100-199床病院、5：200床以上病院 
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